
日本、RCEPで実質インド除外へ方向展開か 

 

2020年 2月 20日の産経新聞電子版は、「日本政府、難航するＲＣＥＰ交渉でインド取り込む“プランＢ”を模索」と

の見出しのもと、「次善策として“プランＢ”を「頭の体操として練り始めている」（経済官庁幹部）」と伝えた。 

このプランＢは、「具体的な内容としては、「中国とインドの間で関税協定を設けない」、「１５カ国によるＲＣＥＰの

枠外でインドと日本・オーストラリアなどが貿易協定を結び、その上で将来的なインドのＲＣＥＰ合流を目指す」案」

と報道されており、もとより確定したものではない。 

しかし内容的には、離脱宣言したインド抜きで RCEPを成立させ、インドは名目的にメンバーにするというものであ

る。 

内容に即して見出しをつければ「日本政府、インド抜きの RCEP妥結を検討。インドは名目的参加か？」となるもの

であろう。 

もちろん、このような記事が出たこと自体、経済官庁幹部が意図的に流したものであろうし、すでに関係国に非公式

に打診をしている可能性もある。 

4月には ASEAN首脳会議がありこの機会に RCEPの法的テキストの公表、署名が行われる可能性は十分にある。そ

のときこのプラン Bが現実になるか、あるいは単なる頭の体操で終わるか明らかになるであろう。 
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